
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

tAl．イヒ学一
牛手殊環」蕘

一　　109

709 Hydrogenobacter　thermophifus　TK −6株由来の

pyruvate：ferredoxin　oxid ◎reductase 遺伝子 の 構造解析

（東大院 ・応生工 、

“

信州大 ・ 繊維）○森田　進、落合敏宏、石井正治、

児董　徹
★

、五十嵐寮夫

K冐的】昆 thetmophilus　TK−6株は還元的TCA サ イクル によ り炭酸固定を行 う高度好熱性

水素細菌で あ る。 本発表で は 、 同株よ り還 元的TCA サ イクル の特徴的な鍵酵素で ある

pyruvate：ferredoxin・oxidoreductase （POR 》を コ
ー ドする遺伝子 の ク ロ

ー
：ングおよ び壙

基配列の泱定を行い 、その 遺伝子 構造に 関する知見を報告する 。

K方法及び結果】 βサブユ ニ ッ トの N 末端側 400bp の PCR 断片を プロ
ーブと して コ wa

ニ
ー

ハ イブリダ イゼーシ ョ ン法 によ り取得 された 5ρh　9−3．5kbp 断 片およ び 、そ の断k の

上流領域をプロ ーブとして 取霧されたPst　1−2．5kbp 断片の 塩基 配列 中に、 α βγ δの 異 な

る 4 つ の サブユ ニ ッ トか らな るP（）R遺伝子 が確認 された 。 α β γサプユ ニ ッ トに関して

は 、 既 に報告の ある各種POR 遺伝子の 塩基配列と相問性を添し 、 各POR 問で保存性の 高

い モチーフ も存在した 。 しか しながら、 δサブユ ニ ッ トの 配列は 、 絢 雄 ex 　aeo 龍 σ5 の 全

ゲ ノム配 列に おいて ferred◎xin　oxidoreductase 遺儀子の推定される δ量 ブユ 黒 ッ トと高

い相同性があ っ た 以外には 、 他の POR 遺伝子 との闘に飆同性はみ ら聡なか p た 。

Cめning 　and 　sequencing 　of　pyruvate：ferred◎xin ◎xidoreductase 　gene ◎暫

趣 （カropeno わacter 　thθrηoρhilus　sirain　TK −6
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シ ャ ペ ロ ニ ン は
，
GroE に代表され る Group　I 型 と真核生物の 細胞質な どに存在する

Group　II 型 に大別 され る ．　 Archaea の シ ャ ペ ロ ニ ン も Gr  up 　II 型 で あ il　p 真核 生

物の シ ャ ペ ロ ニ ン （ccr）と比 較する とサ ブユ ニ ッ トの種類が少な く比較的単純 な構

造 を して い る の で Group　H 型シ ャ ペ ロ ニ ン の 構造 と機能を解析す るの に適 した材料

で あ る．最近
，
Sulfolmbus　Shibataeの シ ャ ペ ロ ニ ン が フ ィ ラ メ ン ト構造を形成す

るこ とが明 らか に な っ て お り， Group　I　I 型の反応機構や細胞内で の 機能が Gr◎up1
型 とは異な る もの で ある こ とが示唆 されて い る 。我 々 は

， SuMoiobus，　 Thermceccus，

Me　thanococcus とい っ た種々 の Archaea由来の Group　II型シ ャ ペ ロ ニ ン を材料 に し

て
， 反応機構の 解析 とフ ィ ラメ ン ト構造形成 を調べ て お り

，
フ ィ ラ メ ン ト構造形成

が こ れ ら の シ ャ ペ ロ ニ ン に 共通 して み ら れ る こ と や ， Thermococcusお よ び

Me　thareococcusの シ ャ ペ ロ ニ ン が ホ モ オ リゴ マ
ー

で シ ャ ペ ロ ン 活性 を有する こ とこ

とな どを明 らか に してい る．本発表で は ， グル ー プ II型 シ ャ ペ ロ ニ ン の 構造 と反応

機構 につ い て
， 最新の 知見 を交 えて 黌表す る．
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